
■ 内部評価結果

１．総合計画（後期基本計画）

２．めざす目標

京丹後市一斉クリーン作戦の実施 0回/年間 H17 0回/年間 H20 1回/年間 H22 2回/年間 H26

京丹後市美しいふるさとづくり条例重点区域箇所 4ヵ所 H17 4ヵ所 H20 4ヵ所 H22 10ヵ所 H26

自然観察会開催回数 新規 - 2回/年間 H20 2回/年間 H22 5回/年間 H26

自然環境調査の実施 新規 - 0回/年間 H20 0回/年間 H22 2回/年間 H26

３．評価結果一覧
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※　合計金額には再掲事業は含んでおりません。

※　1-7～9の事務事業は、平成23年度当初予算において統合され1つの事業となっていることから、

H23予算額、今後の方向性（事務事業評価）及び今後の方向性（施策評価）欄を結合して表示し

ています。

民間補完
福祉増進

拡大 A 拡大
サー
ビス
市民 補 4

1,913       

(1,913)

市規
定
単費

地球温暖化防止対策推進事業　　【再掲】Ⅱ-② 環境バイオマス推進課 790         

自然エネルギー活用の普及のため薪ストーブ・ペレットストーブ設置に補助金交付（18件）

現状維
持

A

A

7
生活維持
確保
現状維
持

生活維持
確保

A
現状維
持

－

7整理番号

施策名
緒方　和之

代表部局長の氏名

平成２３年度　施策評価

自然環境の保全と創造
農林水産環境部

代表部局

直市民

自然環境の保全と創造

総合計画策定時

（H17）

後期基本計画策定時

年度年度

担当課

①（政策）

（一般財源）

H22決算額

（何を対象に、ど
のような状態にし
たいのか）

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

指標名

計画項目環境循環都市

説明数値

関与必要性

事務事業評価

事業
種別

財政
負担

目標平成22年度実績値

（施策）

豊かな環境を継承します

豊かな自然・農山漁
村環境の継承

生活排水処理施設「堀川浄化槽施設」（久美浜町）の維持管理

防疫対策事業

市民課

公害対策事業

海岸漂着物回収処理事業

海岸漂着物に係る回収処理経費

府、自治会等と市が連携して公害対策を実施

市民課

直・委 7
生活維持
確保

市民 直・委 7
生活維持
確保

189         

市規
定
単費

害虫駆除に係る蜂駆除用防護服の市民への貸出し

7,378       6,713       市規
定
単費

(3,473)

サー
ビス

国規
定

市民

施設
整備(3,096)

1,086       3,096       

市民

基本方針

施策目的

1　市民協働による自然環境の保全や自然環境の保全意識の啓発を図り、海岸、森林、河川等の本市の豊かな自然環境を継承して、本市の魅力をさらに向上させることで、地域
の振興を図る。
２　地球温暖化防止について市民への意識啓発を図り、地球温暖化防止対策を推進することにより、健康で快適な生活環境を確保する。
３　市民の利便性を考えた新たな斎場の建設を進める。

年度（H20） （現状） （H26）年度
めざす目標

Ⅱ

竹野川斎場管理運営事業 竹野川衛生センター 10,832     10,867     市規
定
単費

(3,523)

サー
ビス

現状維
持
AA
現状維
持

現状維
持
A
現状維
持

A
久美浜火葬場の維持管理、火葬執行・霊柩車の運行管理経費（火葬場使用件数161件）

直・委 7
生活維持
確保

5,606       市規
定
単費

(3,266)

サー
ビス

現状維
持

生活維持
確保
現状維
持

現状維
持

サー
ビス
市民 直・委 7

B 縮小

A
現状維
持

-
市民

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ普及促進事業
地球温暖化防止対策の推進

-            
なし

3 個性魅力
現状維
持

単費
サー
ビス

委 3 個性魅力 縮小

環境基本計画推進事業 538         
なし 単費

(538)

サー
ビス
市民 直・委 A

現状維
持

現状維
持

3 個性魅力 A

現状維
持

河川･湖沼等環境体験学習事業

「鱒留川」と「宇川」の水質や水生生物の変化を調査（参加者数：鱒留川35人、宇川49人）

環境バイオマス推進課 46           
なし

サー
ビス
市民 直

ｽﾀｰｳｫｯﾁﾝｸﾞ開催事業
なし

環境バイオマス推進課 6            

星空観察会の開催（雨天中止　参加申込者数：49人）

サー
ビス

単費

市民

市民 直 3 個性魅力 A

単費

45,563     
計

環境バイオマス推進課 69           

網野火葬場の維持管理、火葬執行・霊柩車の運行管理（火葬場使用件数171件）

5,617       久美浜火葬場管理運営事業 市民課

44,910     

(17,269)

個性魅力
(1,026)

サー
ビス
団体 直・補

市規
定

158         

単費
現状維
持
A
現状維
持

950         1,026       
3

単費
サー
ビス
市民 6

根拠
法令

施策方針
H23予算額 今後の

方向性
施策
貢献度

単費

施策評価

評価結果

174         府規
定(174)

今後の
方向性

実施
手法

対象

340         

(340)

(3)

現状維
持
A

16,255     14,003     国規
定

直・委 3
国等
全額
維持
管理
他 個性魅力

生命財産
権利保護
現状維
持

直・委 A
現状維
持

なし
1,730       1,618       

(1,618)
単費
維持
管理
市民

現状維
持

現状維
持

現状維
持

狂犬病予防･動物管理事業 市民課 598         717         
義務
府・
一部-

－
狂犬病の予防接種・動物管理におけるﾏﾅｰ等の啓発(登録2,740頭、予防接種1,878頭)

堀川浄化施設維持管理事業 市民課
委 7

－ － － －

212         
なし 個性魅力 A直

(212)
3単費

サー
ビス

552         

環境基本計画推進委員会の開催（3回）及び環境学習の開催（20回、参加者260名）

温室効果ガスの排出削減に向け、エコドライブ講習会を開催（受講者17人）

環境バイオマス推進課 97           

火葬場の整備

環境バイオマス推進課

ﾌﾞﾅ林保全関連事業

ブナ林観察会の開催（参加者数：春44人、秋32人）

網野火葬場管理運営事業 市民課

新火葬場建設に係る火葬場整備検討委員会(全体回2回・小委員会1回)・審査委員会(6回)の開催

市民課火葬場建設計画推進事業

竹野川火葬場の維持管理、火葬執行・霊柩車の運行管理経費（火葬場使用件数519件）

市民課

環境保全活動事業 環境バイオマス推進課

環境保護団体活動への補助金交付（1件）。はだしのコンサート2010補助金
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01

Ⅱ ①

① ②

○需用費

消耗品費（オスバン） 千円

修繕費（煙霧機修繕） 千円

○備品購入費 千円

（ハチの防護服　1着）※網野市民局配置

111

・災害時に備え消毒作業が迅速に行えるよう薬品を常備し、迅速な対応を図ることができた。
・各市民局にハチの防護服を設置し、必要とする市民に貸出しを行った。
・防護服は各市民局に2着程度設置しているが、老朽化が進んでいるものもあり新しいものの導入
の必要性がある。

　害虫駆除のため、蜂駆除用防護服の貸出しを行った。また、浸水地域の消毒作業を行うた
め、薬剤や消毒器具等の確保を行った。

25

53

01防疫対策事業

決算書 Ｐ.182

257千円

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　市地域防災計画の災害応急対策計画に基づく防疫対策及び害虫等の駆除に備えた事業を実
施する。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費 07環境衛生費

事 業 所 管 課

04衛生費

189千円

目
的

評
価
・
課
題
等

防疫対策事業

市民部／市民課

68千円 73.5 %

不 用 額
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01

Ⅱ ①

① ②

○旅費

普通旅費（職員出張旅費） 千円

○需用費

消耗品費（鑑札・予防注射済票代等） 千円

印刷製本費 千円

○役務費

通信運搬費（予防注射通知案内郵送料） 千円

○委託料

狂犬病予防注射注射済票引渡事務委託料 千円

犬の登録件数及び狂犬病予防実施件数

頭

件

件

件

手数料 犬の登録注射業務手数料 435千円

事 業 所 管 課

04衛生費

598千円

目
的

評
価
・
課
題
等

狂犬病予防･動物管理事業

市民部／市民課

28千円 95.5 %

　登録頭数は増加傾向にあり、犬の登録・狂犬病予防注射の実施率の向上と正しい飼養方法の普
及や飼い主の自主的な動物管理マナーの向上を今後も図ることが必要である。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

環境循環都市

07環境衛生費

626千円

決 算 額 最 終 予 算 額

基本方針

内
訳

市実施件数

犬の登録件数

狂犬病予防注射接種件数

268

2,740

1,878 受診率　68.5％

26

20

61

223

04狂犬病予防･動物管理事業

決算書 Ｐ.182

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 動物管理指導費補助金

獣医委託件数

163千円

　狂犬病予防のため、定期的予防接種を実施した。（毎年4月実施）
　人間とペットが共生できる生活環境をつくるため、飼い主に対し、自主的な動物管
理マナー等の啓発を行った。

計画項目

不 用 額

1,000

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

　狂犬病予防法第5条第1項の規定により、狂犬病の予防注射を実施する。また、飼い主に対
して適切な飼い方、動物管理におけるマナーなどの啓発を図る。

878
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01

Ⅱ ①

① ②

○需用費

光熱水費（浄化槽及び街路灯等の電気・水道料金） 千円

修繕費 千円

○委託料

堀川浄化槽保守管理委託料 千円

（施設保守点検、消毒剤補充、水路清掃、水質検査、汚泥処分等実施）

395

1,274

61

久美浜町の生活排水処理施設「堀川浄化施設」の維持管理を行った。
「堀川浄化槽」200人槽　長期ばっ気式　処理能力：40㎥/日　用途：雑排水下水路

（久美浜町西本町区に位置する堀川河口部から上流部約180ｍの範囲、約60世帯程
度の家庭雑排水を、取込管により、河川に布設する本管へ導入し、浄化処理を行った
後、久美浜湾へ放流した。）

　施設の適正な維持管理及び水路の清掃等による水質浄化を下水道施設の100％接続まで当面は
継続的に実施していく必要がある。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

04衛生費

1,730千円

目
的

評
価
・
課
題
等

堀川浄化施設維持管理事業

53千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

不 用 額

基本方針 計画項目

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

1,783千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　久美浜町一区内の生活雑排水が流れ込む「堀川」の環境保全を図るため、堀川浄化施設の
維持管理を行う。

97.0 %

05堀川浄化施設維持管理事業

決算書 Ｐ.182

07環境衛生費

- 4 -

01

Ⅱ ③

① ②

○需用費

消耗品費 千円

○役務費

手数料（海岸漂着物処理手数料、廃棄物受入承認手数料） 千円

○委託料（海岸漂着物回収処理委託料）

・海岸漂着物対策事業業務委託料（府が管理する海岸等） 千円

・海岸漂着物回収処理業務委託料（市が管理する海岸等） 千円

○使用料及び賃借料

重機借上料 千円

　海岸への漂着物の影響により良好な景観や環境が阻害されていることから、地域グリーン
ニューディール基金事業による補助金を活用し、現状回復を図った。
　回収した漂着物について、外部処理を行うことで最終処分場への埋立量の減少を図った。

丹後町 440千円

丹後町

場　所

場　所

蒲井東海岸

蒲井漁港海岸間人漁港海岸

1,168千円

網野町

砂方海水浴場

浅茂川海岸

網野町 1,719千円

770千円

掛津海水浴場

丹後町

11,305千円

竹野海水浴場 2,357千円

145

府委 海岸漂着物対策事業委託金（10/10） 4,949千円

事 業 所 管 課

16,255千円

目
的

評
価
・
課
題
等

市民部／市民課

64千円 99.6 %

　海岸における漂着ごみを回収し、自然環境及び景観の回復を図り、海岸域の現状回復を行うこ
とは、今後も継続していく必要がある。

10,976

　海岸漂着物により良好な景観や環境が阻害されていることから、国の地域グリーンニュー
ディール基金事業による京都府の補助事業等を活用し、漂着物の回収を行う。

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額

計画項目 ごみ・廃棄物対策

Ｐ.186

16,319千円

執 行 率(②－①)

環境循環都市

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

基本方針

04衛生費

海岸漂着物回収処理事業

07環境衛生費 19海岸漂着物回収処理事業

決算書

久美浜町 1,016千円

丹後町

久美浜町 342千円

丹後町

45

329

4,760

2,475千円袖志漁港海岸

中浜海岸

場　所

場　所 金　額

689千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 海岸漂着物回収処理事業補助金（10/10）

区　分

岩田海岸

金　額

627千円

424千円

732千円

金　額

金　額

368千円

344千円

266千円

上野海水浴場

平海水浴場

区　分

下向海岸

上向海岸

丹後町丹後町

丹後町

丹後町小浜海岸

網野町

網野町

1,582千円

417千円

丹後町

尾和海岸

区　分

浜詰海岸

区　分

丹後町
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01

Ⅱ ①

① ②

○旅費

普通旅費（職員出張旅費） 千円

○委託料

草刈委託料 千円

水質検査委託料 千円

○使用料及び賃借料

酸性雨測定地土地借上料 千円

01公害対策事業

決算書 Ｐ.186

不法投棄や野焼き・騒音・振動・悪臭などのほか、水質汚濁、大気汚染等様々な公
害事象に対して、京都府、自治会等と市が連携して早期対応し、公害対策を実施し
た。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

事 業 所 管 課

04衛生費

158千円

目
的

評
価
・
課
題
等

公害対策事業

市民部／市民課

18千円 89.7 %

不 用 額

08公害対策費

176千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　野焼きや騒音・振動・悪臭などの苦情等に対し、行政対応すべき事案と地域住民間で解決
すべき事案とに区分し、適切に対応する。

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

89

10

･市民、事業者、自治区、京都府等の協力の下、公害防止及び苦情案件に迅速かつ適正に対応する
ことができた。
･予防啓発活動に力を入れることで発生の抑制を図る必要がある。

10

49
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01

Ⅱ ①

① ②

○消耗品費

京丹後市美しいふるさとづくり条例看板（浜詰、網野北小） 千円

老朽化した看板の更新

京丹後市美しいふるさとづくり条例看板補修シール（離湖、五色浜） 千円

（網野町から京丹後市へ修正）

○補助金

美しいふるさとづくり条例環境保護団体活動補助金 千円

はだしのコンサート2010補助金 千円

実施日：平成22年6月5日～6日

参加者：約2,000人

331千円

　鳴き砂浜の保全活動の必要性を理解していただく契機として、「拾っ
た海岸ゴミが入場券」というユニークな形態をとったコンサート等を実
施する事業。環境問題や自然保護についてのメッセージとともに本市の
魅力を全国に発信するイベントに対して支援した。

　条例に基づき、特別保護区域である琴引浜において、環境保護団体が
実施するパトロール活動（海水浴シーズンの土日祝日、2人1組で午前・
午後の2回/日）に対して支援した。

80

11

130

729

03環境美化保全対策事業

決算書 Ｐ.182

955千円

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（環境保全活動事業）

　京丹後市域の豊かな自然環境保全や美化活動を推進するため、市、事業者及び市民が一体
となって美しいふるさとづくり活動に向けた取り組みを推進する。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費 07環境衛生費

事 業 所 管 課

04衛生費

950千円

目
的

評
価
・
課
題
等

環境保全活動事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

5千円 99.4 %

不 用 額

・看板の設置等により、自然環境保全の意義等について、市内外の方々の理解の一助となった。
・補助金については、本市の観光地の一つでもある琴引浜の保全活動への支援とともに、その魅
力発信及び環境保全の大切さを広くアピールすることができた。
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01

Ⅱ ①

① ②

○新緑の内山ブナ林観察会

開催日：平成22年5月17日（土）

参加者：44人

講師（ブナ林案内人）：3人 報償金 千円

駐車場等案内看板 消耗品費 千円

○秋の内山ブナ林観察会

開催日：平成22年11月6日（土）

参加者：32人

講師（ブナ林案内人）：3人 報償金 千円

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

07環境衛生費

環境循環都市 自然環境の保全と創造

不 用 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（ﾌﾞﾅ林保全関連事業）

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費04衛生費

ﾌﾞﾅ林保全関連事業

09環境保全意識啓発事業

決算書 Ｐ.184

計画項目

事 業 所 管 課

69千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

1千円

・市木でもあるブナの観察会を通じて、自然環境保全の意義を理解するとともに、環境学習の場
としても機会提供ができた。
・「豊かな自然を満喫しながら、新しい知識をたくさん教えていただけた」と毎回多くの感謝の
声が寄せられている。
・環境学習・自然観察会などの指導者をさらに育成する必要がある。

主
な
財
源

基本方針

　府内有数の規模を誇る大宮町五十河内山ブナ林の保全、活用を図るため、市民等に対して
学術的に貴重な地域であることや、自然環境の保全について意識啓発を行う。

30

30

9

決 算 額

70千円

26千円

98.5 %

- 8 -

02

Ⅱ ①

① ②

○平成22年度全国星空継続観察（スターウォッチングネットワーク）

開催日：平成22年8月11日（水）

場所：丹後あじわいの郷

申込者：49人

※　悪天候により中止

消耗品費（事前に準備した記録用フィルム等） 千円

　事業中止のため目的を達成できなかった。予備日を翌日に設定していたが、予備日の日数や時
期について検討する必要がある。

15.3 %

不 用 額

01保健衛生費

基本方針

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市 計画項目

事 業 所 管 課

04衛生費

6千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｽﾀｰｳｫｯﾁﾝｸﾞ開催事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

33千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

09環境保全意識啓発事業

決算書 Ｐ.184

　星空観察会を通じて、市民に大気汚染や環境問題への関心を高めてもらうことを目的とす
る。

07環境衛生費

39千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

6

- 9 -



03

Ⅱ ①

① ②

○リバーウォッチング

開催日：平成22年7月23日

場　所：峰山町鱒留川

参加者：小学4～6年生　35人

講　師：1人 報償金 千円

○やさか探検隊

開催日：平成22年8月25日

場　所：弥栄町田中・宇川

参加者：小学4～6年生　49人

講　師：3人 報償金 千円

消耗品費 千円

4

17千円

18

24

　森と海をつなぎ、市民生活に深いかかわりを持つ河川について、市民がその価値を学び、
保全に理解を深めることを目的とする。

07環境衛生費

64千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

71.8 %

不 用 額

09環境保全意識啓発事業

決算書 Ｐ.184

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市 計画項目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（河川･湖沼等環境体験学習事業）

　社会教育の子どもの体験活動と連携し、市内主要河川「鱒留川」と「宇川」の水質や水生
生物の変化を調査し、川の環境を把握するとともに自然環境保全の重要性を考える契機とし
た。

01保健衛生費

基本方針

事 業 所 管 課

04衛生費

46千円

目
的

評
価
・
課
題
等

河川･湖沼等環境体験学習事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

18千円

・水源から海まで河川流域の全てが市内に存在するという全国的にも珍しい地形を活かし、子ど
も達に河川や水の環境保全について考える機会を提供することができた。
・社会教育課との連携により、経費の節減と事務の分担ができた。
・地域の学識経験者や有識者等のより一層の発掘や活用を検討する必要がある。

- 10 -

01

Ⅱ ①

① ②

○環境基本計画推進費

環境基本計画推進委員を委嘱し、推進委員会を3回実施した。

第1回（11/10） 17人　×　4,000円

第2回（11/25） 15人　×　4,000円

第3回（2/17） 16人　×　4,000円

・会議に出席するための委員旅費

○環境学習推進業務委託料

学校や地域における環境学習を開催する業務を、特定非営利活動法人

エコネット丹後に委託した。開催回数20回、参加者260人

○その他経費

・会議出張のための職員旅費

・環境基本計画概要版印刷製本費（3,000部増刷）

・環境学習用パンフレット作成業務委託（2,000部作成）

189千円

3千円

58千円

99千円

17環境基本計画推進事業

決算書 Ｐ.184

不 用 額

計画項目

07環境衛生費

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

32千円

64千円

168千円

160千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（環境基本計画推進事業）

　環境基本計画に基づく施策の推進及び進捗状況の点検を行うため、環境基本計画推進委員
会を設置し、市民・事業者・市民団体・旅行者・行政の取り組みの連携や促進に関して協議
を行った。

68千円

60千円

事 業 所 管 課

04衛生費

552千円

目
的

評
価
・
課
題
等

環境基本計画推進事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

62千円 89.9 %

基本方針

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

環境循環都市

614千円

決 算 額

　環境基本計画を推進するための京丹後市環境基本計画推進委員会を設置し、市民・事業
者・市民団体・旅行者等への普及・啓発を図ることを目的としている。

224千円

　推進体制を整備し、普及啓発のための素材を作成したことから、平成25年度の目標年度に向け
て計画を推進していく必要がある。
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01

Ⅱ ①

① ②

○委託料

　エコドライブ講習会委託料（実施日：平成23年3月22日） 千円

講師： 財団法人省エネルギーセンター　エコドライブ推進部　部長

 受講者数

（うち実車教習人数 ）

　実車教習を行った8人の燃費改善率は平均約30％であり、受講者全員がエコドライブの効果を
実感されていた。

97

37千円

07環境衛生費

事 業 所 管 課

04衛生費

97千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ普及促進事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

13千円 88.1 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ普及促進事業）

17人

8人

110千円

決 算 額

基本方針 計画項目

不 用 額

07ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ普及促進事業

決算書

　温室効果ガスの排出削減に向け、市民へのエコドライブの普及啓発の推進を図る。

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

Ｐ.184

- 12 -

01

Ⅱ ②

① ②

○薪ストーブ・ペレットストーブ設置補助金 千円

補助率：補助対象経費の1/12

補助限度額：50千円

実績：18件（薪ストーブ　16件、ペレットストーブ　2件）

790

13地球温暖化防止対策推進事業

決算書 Ｐ.184

　自然エネルギー活用の普及により、二酸化炭素排出量を削減し、市民の環境に対する意識
啓発を行い、地球温暖化防止対策を推進する。

07環境衛生費

790千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 新しいエネルギーの導入と活用

執 行 率(②－①)

環境循環都市 計画項目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

01保健衛生費

基本方針

事 業 所 管 課

04衛生費

790千円

目
的

評
価
・
課
題
等

地球温暖化防止対策推進事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

0千円 100.0 %

不 用 額

・石油や電気などから木質燃料に代えることで温室効果ガスの削減につながった。
・環境省の補助制度が平成22年度で廃止となったことにより、国から別途交付されていた補助金
がなくなるため、平成23年度の申請減が懸念される。

最 終 予 算 額

- 13 -



01

Ⅱ ①

① ②

○共済費 労災保険料 千円

○賃金 臨時職員賃金（3人） 千円

○需用費

消耗品費（ステンレスゴトク、消石灰等） 千円

燃料費 千円

光熱水費 千円

修繕料（ホイスト取替、火葬炉及びバーナー修繕ほか） 千円

○役務費

通信運搬費（電話代） 千円

手数料（職員検診手数料等） 千円

保険料（火災保険料、自動車損害保険料） 千円

○委託料

残骨灰処理委託料 千円

霊柩車運行業務委託料 千円

○備品購入費 草刈機 千円

○公課費 自動車重量税 千円

95.50%2,817 95.07% 191

Ｈ20 2,963 104.71%104.96% 200

20

24

37

771

60

31

火葬による焼骨と収骨後の残骨灰の適切な処理を行った。
また、施設が老朽化しているため、日頃から点検保守及び修繕を行った。

事 業 所 管 課

04衛生費

7,378千円

目
的

評
価
・
課
題
等

網野火葬場管理運営事業

市民部／市民課

57千円

55

99.2 %

不 用 額

2,449千円

基本方針 計画項目

　火葬場の維持管理、火葬執行及び霊柩車の運行管理業務を行う。

793

84

81

3,182

7,435千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

最 終 予 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 火葬場使用料

2,074

166

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

02網野火葬場管理運営事業

決算書

09斎場費

Ｐ.188

89.53%

Ｈ21

　施設の老朽化が進んでいるが、必要最小限の修繕等を実施し、新火葬場稼動までは維持管
理を行い、施設の存続を図る。

対前年度

Ｈ22 2,449 86.94% 171

年度 火葬場使用料（千円） 対前年度 使用件数（件）
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01

Ⅱ ①

① ②

○共済費

労災保険料 千円

○賃金

臨時職員賃金（3人） 千円

○需用費

消耗品費（ステンレスゴトクほか） 千円

燃料費 千円

光熱水費 千円

修繕料（火葬炉修繕、歩行除雪車修繕等） 千円

○役務費

通信運搬費（電話代） 千円

手数料（職員検診手数料等） 千円

保険料（火災保険料、自動車損害保険料） 千円

○委託料

残骨灰処理委託料 千円

霊柩車運行業務委託料 千円

事 業 所 管 課

04衛生費

5,617千円

目
的

評
価
・
課
題
等

久美浜火葬場管理運営事業

市民部／市民課

55千円 99.0 %

基本方針 計画項目

　火葬場の維持管理、火葬執行及び霊柩車の運行管理業務を行う。

939

最 終 予 算 額

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

不 用 額

09斎場費

Ｐ.190

5,672千円

決 算 額

04久美浜火葬場管理運営事業

決算書

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 火葬場使用料

火葬による焼骨と収骨後の残骨灰の適切な処理を行った。
また、施設が老朽化しているため、日頃から点検保守及び修繕を行った。

161

27

2,452

2,321千円

35

15

305

373

43

対前年度 使用件数（件）

1,194

73

対前年度

Ｈ22

Ｈ21

Ｈ20

火葬場使用料（千円）

2,321

2,246

年度

1,931

120.20% 160 122.14%

86.18%85.98% 131

　施設の老朽化が進んでいるが、必要最小限の修繕等を実施し、新火葬場稼動までは維持管
理を行い、施設の存続を図る。

98.04% 152 100.66%
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01

Ⅱ ①

① ②

○報償費

火葬場整備検討委員会委員謝礼、費用弁償 千円

（全体会　19人×2回、小委員会　6人×1回）

火葬場整備等審査委員会委員謝礼、費用弁償 千円

（13人×6回開催）

○普通旅費 千円

○委託料（火葬炉選定業務委託料） 千円

14

506

　建設候補地を選定し、地権者及び地元集落と交渉を行っているが、難航している状況である。
　建設用地を早期に決定し、平成25年度中の供用開始をめざして関係事業を進捗していく必要が
ある。

　市内3か所にある火葬場はいずれも老朽化が進んでいるため、新たな火葬場の建設を推進す
る。

　新たな火葬場の建設を推進するための取り組みとして、火葬場整備検討委員会及び火葬場
整備等審査委員会を開催し、建設候補地の検討・審査、火葬炉設備選定の検討を行った。

149

417

事 業 所 管 課

04衛生費

1,086千円

目
的

評
価
・
課
題
等

火葬場建設計画推進事業

市民部／市民課

42千円 96.2 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費 09斎場費

1,128千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

環境循環都市

05火葬場建設計画推進事業

決算書 Ｐ.190

最 終 予 算 額

- 16 -

01

Ⅱ ①

① ②

○共済費 労災保険料 千円

○賃金 臨時職員賃金（2人） 千円

○需用費

消耗品費（ステンレスゴトク、消石灰等） 千円

燃料費、光熱水費 千円

修繕料（火葬炉及び煙道、エアコン、霊柩車ほか） 千円

○役務費

通信運搬費（電話代） 千円

手数料（自動車登録手数料、職員検診手数料等） 千円

保険料（火災保険料、自動車損害保険料） 千円

○委託料

残骨灰処理委託料 千円

霊柩車運行業務委託料 千円

その他施設管理委託料（施設清掃、庭木剪定ほか） 千円

○使用料及び賃借料 千円

テレビ受信料、清掃用具借上料

○公課費 自動車重量税 千円

110.54%Ｈ20 6,750 97.84% 493

101.63% 519

Ｈ21 6,854 101.54% 505

総 合 計 画

年度 火葬場使用料（千円） 対前年度

　火葬場の維持管理、火葬執行及び霊柩車の運行管理業務を行う。

使用件数（件）

56

107

137

625

事 業 所 管 課

04衛生費

10,832千円

目
的

評
価
・
課
題
等

竹野川斎場管理運営事業

市民部／竹野川衛生センター

69千円 99.3 %

不 用 額

01保健衛生費 09斎場費

10,901千円

決 算 額 最 終 予 算 額

環境循環都市基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 火葬場使用料

Ｈ22 6,966

03竹野川斎場管理運営事業

決算書 Ｐ.188

6,966千円

自然環境の保全と創造

執 行 率(②－①)

対前年度

102.77%

102.43%

　施設の老朽化が進んでいるが、必要最小限の修繕等を実施し、新火葬場稼動までは維持管
理を行い、施設の存続を図る。

火葬による焼骨と収骨後の残骨灰の適切な処理を行った。
また、施設が老朽化しているため、日頃から点検保守及び修繕を行った。

65

5,185

343

45

72

75

2,650

1,433

39
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